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１．はじめに

　本工事は赤川水系砂防事業の一環として、赤川水系池の頭において上流域からの

土砂流出防止と土石流対策を目的に砂防堰堤を建設するものです。

　コンクリート堰堤工の施工に当たり、ICT施工を活用した丁張の省略化及び

安全対策施設の工夫について、当現場で実施した安全対策を記述します。

２．工事概要

砂防土工 掘削(ICT) 850m3
掘削(軟岩) 330m3
残土運搬 1,180m3

ｺﾝｸﾘｰﾄ堰堤工 コンクリート打設 1,102m3
道路改良工 路体盛土工 1,090m3

残土運搬 1,090m3
法面工 モルタル吹付 39m2
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３．ICT土工の活用による丁張の省略化

　着工前の現場照査を行い、右岸の現況法面が3分勾配より切り立っている為、
丁張をかけることすら困難な状況にありました。

そこで特記仕様書に記載のあるICT土工を使用し、マシンガイダンスによる
掘削作業を行い、丁張レスの作業を行えると考えICTを活用した砂防土工の
計画を行いました。

3-1. ICT活用までの流れ

　ICTを活用する上で、GPSを現場で取得できるかどうかが採用の大きな分岐点と
なります。現場でのGPS受信が可能であるか、天候や時間帯を変えながら幾度も
現場検証を行った結果、現場施工が可能である程度のGPSを補足することが出来
ました。

その後、発注者との協議を行いICT導入の決済、現場施工に踏み出しました。

オペレーターからは切り出しの
丁張がない状態で作業を始めることに
大きな不安があったようですが、
現地で実際に法面にバケットを
あてると、掘削完了までの寸法や
離隔が数値と映像で表示されるため
通常の丁張を見通した掘削作業を
行うより、作業時間の短縮が計れ
ました。

急斜面への丁張作業の省略化、
丁張作業での転落、墜落災害の排除、
そして本作業である掘削作業の短縮化
とICT施工の効果が十二分に発揮された
事例でした。

４．安全対策施設の工夫

　当工事は道路改良工と砂防土工施工時に約400台のDTが往来する為、
公衆物損災害における事故件数が多い、架空線切断防止対策に重点を
置き、事故防止を検討しました。

4-1. 架空線の事前調査

　施工に先立ち、現場から東大鳥残土採取場までの経路において、架空線
事前調査を行いました。調査の結果、道路を横断している電線が10箇所あり、
架空高さに問題はないものの切断防止対策が必要であることが判明しました。

ICT機械による掘削状況(MGによるBH掘削)



4-2. 安全対策施設の工夫

　調査の結果、安全対策施設の設置が必須となったが元請け職員から下記の意見が
出ました。
「従来通りの施設では、運転手が切断に気づかないケースもある。トラロープ
だけでは、切断しても気づかずに通り過ぎてしまい、対策になってないのでは」
その為、接触してもダンプを傷つけず、且つダンプの運転手が異変に気づきように
するにはどうしたらよいか検討した所、下記のような施設を考えました。

赤線　：トラロープ
青線　：　水糸

事前調査結果による架空線横断箇所マップ



　2基の安全施設を設置し、一本のトラロープと水糸で両方の施設を繋ぎます。
進行方向手前のロープが切れると、進行方向奥のトラロープが垂れ下がり
運転手の視界にロープが見えることで異状に気付く設備としました。

実際に切断実験を行ったところ、トラロープの重さが足りないせいか
ロープが運転手の視界に入るまでに時間がかかる為、ロープの端に
水を入れた重しをつけることでロープの落下速度が上がり、視認性を
向上させました。　
工事期間中はロープが切れることはありませんでしたが、今後も架空線
切断防止に当施設を使用していきたいと思います。

５．おわりに

　初年度工事となった当工事において、現場特有の事故防止対策と
発注者の情報提供による事故防止対策が実を結び、無事完工を迎える
事が出来ました。
　今後も、現場に即した安全管理と危険度や事故発生件数の高い工種を
よく理解し、工事事故ゼロを目指した安全管理を進めていこうと
思います。
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